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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日

至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （千円） 8,787,784 8,764,188 18,030,350

経常利益 （千円） 464,811 331,165 944,984

四半期（当期）純利益 （千円） 296,716 218,181 601,144

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 430,525 216,886 771,300

純資産額 （千円） 10,423,713 10,831,989 10,524,507

総資産額 （千円） 16,704,321 17,994,590 18,359,126

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 35.87 27.21 73.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） ― ― ―

自己資本比率 （％） 62.3 60.1 57.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 688,176 347,419 1,330,533

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △446,244 △900,779 △1,067,411

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △130,623 △6,062 404,211

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 3,142,415 3,133,461 3,728,809
 

　

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日

至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日

至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.40 12.38
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)  業績の状況

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、個人消費は持ち直しの動きがみられ、雇用情勢や企業収益は改善の

兆しがあるものの、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動や海外景気の下振れ懸念など厳しい状況で推移しま

した。

このような経営環境のもと、当社グループは、提案営業による顧客満足を徹底的に追求するとともに、環境配慮

型の製品開発を推進し業績向上に取り組みました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は87億64百万円（前年同期比0.3％減）となり、営業利益は２億２

百万円（前年同期比47.0％減）、経常利益３億31百万円（前年同期比28.8％減）、四半期純利益２億18百万円（前

年同期比26.5％減）となりました。

 
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（緩衝機能材事業）

パルプモウルド部門は、畜産分野では鶏卵流通量の減少等の影響で、減収となりました。農業分野ではりんご

の収量減や天候不順の影響もあり、減収となりました。工業品分野では事務機器や医療機器向けでは増収となっ

たものの、消費材向けで減収となり、同分野では減収となりました。

段ボール部門は、工業分野では消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動はあったものの、建築関連や医療

機器関連が堅調に推移しほぼ前年並みとなりました。農業分野では夏季の天候不順の影響を受け減収となりまし

た。

この結果、当事業の売上高は39億５百万円（前年同期比3.9％減）となり、セグメント利益は３億４百万円（前

年同期比24.9％減）となりました。

　　

（包装機能材事業）

樹脂部門は、ＰＳフィルムは食品容器向けで積極的に拡販を推進し、新分野向けに機能提案を強化したことで

増収となりました。キャストフィルムは衛生材料向けの生産体制の整備により増収となり、フィルム全体では増

収となりました。樹脂袋は新規拡販に努めましたが、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動と肥料需要の減

少により減収となりました。

紙袋部門は、国内では消費増税後の反動が若干みられたものの、提案営業、技術サービスによる顧客満足向上

に取り組み、増収となりました。海外では事業拡大、競争力強化を目的として、マレーシア国でラミネート製品

製造の合弁会社ENCORE LAMI SDN.BHD.を立上げ、同国製袋工場のCORE PAX(M)SDN.BHD.ではISO22000およびMS1480

（HACCP）認証を取得しました。中国経済減速と東南アジア需要低迷が続く中、提案営業による新規顧客獲得に取

り組みましたが、既存顧客の工場閉鎖の影響等で減収となりました。

この結果、当事業の売上高は45億69百万円（前年同期比1.2％増）となりましたが、セグメント利益は３億29百

万円（前年同期比18.5％減)となりました。
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（その他）

ハードウエア受注の減少等があったものの、イベント等の受注が増加したことにより、売上高は２億89百万円

（前年同期比38.6％増)となり、セグメント損失は31百万円（前年同期は49百万円のセグメント損失)となりまし

た。

 
(2)  キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

５億95百万円減少し、当第２四半期連結累計期間末には31億33百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は、３億47百万円（前年同期比３億40百万円の減少）となりました。これは

主に、仕入債務の減少４億５百万円がありましたが、税金等調整前四半期純利益３億27百万円に加え、減価償

却費３億69百万円の計上があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、９億円（前年同期比４億54百万円の増加）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出９億７百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、６百万円（前年同期比１億24百万円の減少）となりました。主な収入項目

は、短期借入金の増加額１億56百万円、主な支出項目は、長期借入金の返済による支出68百万円及び、配当金

の支払額68百万円であります。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 
(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は31百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(5) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において新たに確定した重要な設備の新設の計画は、次のとおりであります。

 

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手年月
完了予定
年月

完成後の
増加能力総額

(千円)
既支払額
(千円)

提出会社
段ボール北九州工場
（福岡県直方市）

緩衝機能材事業
段ボール製品
製造設備

300,000 ― 自己資金
平成26年
６月

平成27年
１月

―
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 26,400,000

計 26,400,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,328,000 9,328,000 福岡証券取引所
単元株式数は1,000株
であります。

計 9,328,000 9,328,000 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成26年７月１日～
平成26年９月30日

― 9,328,000 ― 466,400 ― 345,388
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

中村泰子 福岡県北九州市八幡西区 709 7.61

王子ホールディングス株式会社 東京都中央区銀座四丁目7番5号 463 4.97

OSK社員持株会 福岡県北九州市八幡東区桃園二丁目7番1号 452 4.85

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目9番地 446 4.78

株式会社西日本シティ銀行 福岡県福岡市博多区博多駅前三丁目1番1号 378 4.06

株式会社福岡銀行 福岡県福岡市中央区天神二丁目13番1号 373 4.00

株式会社北九州銀行 福岡県北九州市小倉北区堺町一丁目1番10号 351 3.77

伊藤忠紙パルプ株式会社 東京都中央区日本橋本町二丁目7番1号 309 3.31

あいおいニッセイ同和損害保険
株式会社

東京都渋谷区恵比寿一丁目28番1号 215 2.30

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目6番6号 194 2.08

計 ― 3,892 41.73
 

（注）上記のほか当社所有の自己株式1,308千株（14.03％）があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

― ―
普通株式 1,308,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,968,000 7,968 ―

単元未満株式 普通株式 52,000 ― ―

発行済株式総数  9,328,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,968 ―
 

　(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式548株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

大石産業株式会社
福岡県北九州市八幡東区
桃園二丁目７番１号

1,308,000 ― 1,308,000 14.0

計 ― 1,308,000 ― 1,308,000 14.0
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,838,809 3,243,461

  受取手形及び売掛金 4,041,564 3,793,030

  電子記録債権 206,126 239,936

  商品及び製品 684,564 739,955

  仕掛品 112,776 139,778

  原材料及び貯蔵品 927,820 863,220

  その他 251,362 314,001

  貸倒引当金 △14,802 △14,197

  流動資産合計 10,048,222 9,319,186

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,278,177 2,753,750

   機械装置及び運搬具（純額） 1,834,667 2,069,923

   その他（純額） 2,374,698 1,867,467

   有形固定資産合計 6,487,543 6,691,141

  無形固定資産 264,003 255,840

  投資その他の資産   

   投資有価証券 734,542 770,986

   退職給付に係る資産 55,801 322,293

   その他 828,830 694,932

   貸倒引当金 △59,817 △59,790

   投資その他の資産合計 1,559,356 1,728,422

  固定資産合計 8,310,904 8,675,403

 資産合計 18,359,126 17,994,590

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,403,033 1,239,653

  電子記録債務 － 1,759,631

  短期借入金 278,584 469,181

  未払法人税等 114,706 94,174

  賞与引当金 213,521 215,502

  その他 1,289,699 971,206

  流動負債合計 5,299,545 4,749,351

 固定負債   

  長期借入金 799,893 684,343

  役員退職慰労引当金 200,510 177,423

  退職給付に係る負債 1,283,173 1,301,849

  その他 251,497 249,634

  固定負債合計 2,535,073 2,413,249

 負債合計 7,834,619 7,162,601
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 466,400 466,400

  資本剰余金 345,533 345,533

  利益剰余金 10,418,790 10,727,713

  自己株式 △726,726 △726,726

  株主資本合計 10,503,998 10,812,920

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 184,634 208,929

  為替換算調整勘定 △93,899 △127,550

  退職給付に係る調整累計額 △89,459 △72,984

  その他の包括利益累計額合計 1,275 8,394

 少数株主持分 19,233 10,674

 純資産合計 10,524,507 10,831,989

負債純資産合計 18,359,126 17,994,590
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 8,787,784 8,764,188

売上原価 6,964,729 7,108,790

売上総利益 1,823,054 1,655,397

販売費及び一般管理費 ※１  1,440,505 ※１  1,452,755

営業利益 382,549 202,642

営業外収益   

 受取利息 1,478 1,447

 受取配当金 7,593 7,360

 受取賃貸料 91,041 97,066

 為替差益 － 22,749

 その他 34,559 50,488

 営業外収益合計 134,673 179,111

営業外費用   

 支払利息 6,150 12,135

 不動産賃貸費用 17,603 7,668

 為替差損 13,805 －

 デリバティブ評価損 － 17,707

 売上割引 2,827 2,456

 その他 12,024 10,621

 営業外費用合計 52,412 50,589

経常利益 464,811 331,165

特別損失   

 固定資産除却損 5,460 3,877

 減損損失 ※２  7,830 －

 特別損失合計 13,290 3,877

税金等調整前四半期純利益 451,520 327,287

法人税、住民税及び事業税 171,264 116,114

法人税等調整額 △16,369 1,405

法人税等合計 154,894 117,519

少数株主損益調整前四半期純利益 296,625 209,767

少数株主損失（△） △90 △8,413

四半期純利益 296,716 218,181
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 296,625 209,767

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 24,199 24,294

 為替換算調整勘定 109,699 △33,651

 退職給付に係る調整額 － 16,475

 その他の包括利益合計 133,899 7,118

四半期包括利益 430,525 216,886

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 430,331 225,445

 少数株主に係る四半期包括利益 193 △8,559
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 451,520 327,287

 減価償却費 379,045 369,390

 減損損失 7,830 －

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,467 △632

 賞与引当金の増減額（△は減少） △3,162 1,980

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,896 －

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 39,787

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,007 △23,086

 受取利息及び受取配当金 △9,072 △8,807

 支払利息 6,150 12,135

 為替差損益（△は益） 15,012 20,104

 固定資産除却損 5,460 3,877

 売上債権の増減額（△は増加） 444,321 211,311

 たな卸資産の増減額（△は増加） 55,818 △25,463

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △13,145

 仕入債務の増減額（△は減少） △225,187 △405,428

 その他 △235,984 △21,786

 小計 917,190 487,524

 利息及び配当金の受取額 9,067 8,803

 利息の支払額 △6,150 △12,135

 法人税等の支払額 △231,931 △136,773

 営業活動によるキャッシュ・フロー 688,176 347,419

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △89,126 △65,000

 定期預金の払戻による収入 77,122 65,000

 有形固定資産の取得による支出 △330,752 △907,649

 有形固定資産の除却による支出 △1,364 △3,532

 無形固定資産の取得による支出 △104,053 △2,328

 投資有価証券の取得による支出 △439 △432

 貸付けによる支出 △29,660 △6,982

 貸付金の回収による収入 30,003 21,165

 その他 2,026 △1,019

 投資活動によるキャッシュ・フロー △446,244 △900,779
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 93,300 156,900

 長期借入金の返済による支出 △25,611 △68,528

 自己株式の売却による収入 199 －

 自己株式の取得による支出 △134,190 －

 配当金の支払額 △70,871 △68,116

 少数株主からの払込みによる収入 21,478 －

 その他 △14,928 △26,317

 財務活動によるキャッシュ・フロー △130,623 △6,062

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,379 △35,925

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 119,687 △595,348

現金及び現金同等物の期首残高 3,022,727 3,728,809

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  3,142,415 ※  3,133,461
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

当第２四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日)

（会計方針の変更）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率を使

用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が251,214千円、退職給付に係る負債が

2,231千円、利益剰余金が158,906千円それぞれ増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に及ぼす影響は軽微であります。
 

 

 
(四半期連結損益計算書関係)

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

給料及び手当 299,347千円 299,088千円

賞与引当金繰入額 83,628千円 83,914千円

退職給付費用 44,278千円 36,675千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,007千円 7,170千円

減価償却費 30,403千円 36,099千円

発送運賃 491,948千円 486,684千円
 

 

　※２　減損損失

前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

当社グループは以下の資産について減損損失を計上しました。

場所 用途 種類 減損損失（千円）

福岡県鞍手郡 遊休資産 機械装置 7,830
 

当社グループは、事業部を単位としてグルーピングを行い、遊休資産については単独で資産のグルーピングを

行っております。

当資産は、当第２四半期連結累計期間において遊休状態となり、将来の用途が定まっていないことから、帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

なお、当資産の回収可能価額は正味売却価額により測定しております。

 
当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年９月30日)

現金及び預金勘定 3,326,555千円 3,243,461千円

預入期間が３カ月を超える定期預金 △184,139千円 △110,000千円

現金及び現金同等物 3,142,415千円 3,133,461千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 71,198 8.50 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月１日
取締役会

普通株式 69,342 8.50 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金
 

　

　

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 68,165 8.50 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月４日
取締役会

普通株式 68,165 8.50 平成26年９月30日 平成26年12月１日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 4,064,859 4,514,308 8,579,168 208,615 8,787,784 ― 8,787,784

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

5,508 4,805 10,313 46,320 56,634 △56,634 ―

計 4,070,367 4,519,114 8,589,481 254,936 8,844,418 △56,634 8,787,784

セグメント利益又は損失
（△）

405,195 404,568 809,763 △49,297 760,465 △377,916 382,549
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の調整額△377,916千円には、主にセグメント間取引消去△6,364千円及び各報告セ

グメントに配分していない全社費用△372,317千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他 合計
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

減損損失 ― ― ― ― ― 7,830 7,830
 

（注）「調整額」の金額は、報告セグメントに含まれない遊休資産に係るものであります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 3,905,249 4,569,795 8,475,044 289,144 8,764,188 ― 8,764,188

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

5,096 4,165 9,261 48,655 57,916 △57,916 ―

計 3,910,345 4,573,960 8,484,306 337,799 8,822,105 △57,916 8,764,188

セグメント利益又は損失
（△）

304,336 329,664 634,000 △31,894 602,106 △399,464 202,642
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の調整額△399,464千円には、主にセグメント間取引消去△5,657千円及び各報告セ

グメントに配分していない全社費用△395,888千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 35円87銭 27円21銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 296,716 218,181

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 296,716 218,181

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,271 8,019
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

第69期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当について、平成26年11月４日開催の取締役会にお

いて、平成26年９月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主に対し、次のとおり支払うことを決議いたし

ました。

①中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　68,165千円

②１株当たりの中間配当金　　　　　　　　　　　　　　　　　８円50銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　　平成26年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２６年１０月３１日

大　石　産　業　株　式　会　社

取　締　役　会 　　　 御　中

 

有 限 責 任 監 査 法 人　　ト ー マ ツ
 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士   松　　嶋 　　　　敦　 印

 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士   室　　井　　秀　　夫   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大石産業株

式会社の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成２６年７月

１日から平成２６年９月３０日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成２６年４月１日から平成２６年９月３０日まで)

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、

四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大石産業株式会社及び連結子会社の平成２６年９月３０日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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